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都市計画道路水戸駅平須線 梅戸橋  

JR 常磐線直上における橋桁架設工事について 

滑川 雅典 

茨城県 水戸土木事務所 （〒310-0802 茨城県水戸市柵町 1-3-1） 

 茨城県水戸市の中心部に位置する梅戸橋について，老朽化に伴う橋桁の架替工事を実施した．梅戸橋は JR
常磐線の直上に架かる跨線橋であり，施工にあたっては，現場における様々な制約条件をクリアする必要が

あり，工法選定，架設計画策定などの各段階において，関係者と様々な検討を重ねながら方針を決定し，架

設工事を実施した． 
 

キーワード 橋桁架設，鉄道近接工事 

 

1. はじめに 
 
梅戸橋は，茨城県の県庁所在地である水戸市の中

心部に位置し，JR 常磐線の直上に架かる跨線橋であ

り，市内を南北に接続する橋として，重要な役割を

担っている．梅戸橋（旧橋）は架設から 70 年以上が

経過し老朽化が著しいため，橋梁の架替を行うとと

もに，渋滞解消を目的とし，周辺道路整備も含めた

街路整備事業を実施している． 
当該事業における事業主体は茨城県であるが，鉄

道近接部の工事については，鉄道事業者である JR 東

日本水戸支社と協定を締結したうえで，県が JR に対

し工事費用を負担し，JR 委託工事という形で工事を

施工している．なお，橋桁等の部材の設計，製作に

ついては県側で実施しており，架設工法の選定や架

設計画の策定についても，県が素案を作成し，JR や

施工業者と協議を重ねたうえで，方針を決定してい

る．また，複数の工事が近接したエリアで同時に施

工しているため，定期的に関係者を集めて工程調整

会議を開催し，各工事のスケジュール調整を行いな

がら，工事を進めている． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-1 梅戸橋の位置 

平成 22 年度から事業が開始され，平成 28 年に南

側 2車線分(下り線)の橋桁架設を実施し，平成 29 年

度に，2車線での暫定供用を開始するとともに，旧橋

の撤去を行った．また，北側 2 車線分(上り線)の橋

桁については，平成 30 年より工場製作を開始し，令

和元年 9 月に桁架設を実施した． 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
図-2 施工箇所写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-3 事業完了イメージパース 
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2. 梅戸橋（上り線）の概要 
 

形  式：2 径間連続箱桁（鋼床版） 
橋  長：L=84.6m 

支 間 長：L=48.1m(第 1 径間) 

：L=34.9m(第 2 径間) 

幅  員：W=12.5m～10.6m 

主要材料：耐候性鋼材 
 
鉄道上に架設する橋梁であり，JR との協議の結果， 
メンテナンスフリーの観点から，耐候性鋼材を採用

している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

3. 架設における制約条件 
 
(1) 立地条件 

当該現場は北側に既成市街地が存在し，南側には

水戸市道が通っているため，その間にあるスペース

を施工ヤードとして活用し，架設作業を行った． 
 

(2) 作業時間 
今回は鉄道営業線上における橋桁架設であり，終

電後のき電停止時間（線路の架空線における通電停

止時間）の作業となるため，午前 1 時半～3時までの

限られた時間で架設作業を完了させる必要があった． 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-4 橋梁側面図 

 

図-5 橋梁断面図 

 

図-6 架設現場周辺状況写真 
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4. 架設計画 
 
(1) 架設方法 
前述の現場条件を基に検討した結果，短時間での

架設作業が可能となる，「クレーン一括架設工法」を

採用することとした． 

「クレーン一括架設工法」により施工する場合，現

場において事前に部材を組み立ててからの架設とな

るため，現場ヤード内に地組用の仮設架台を設置し

た． 

 また，架設にあたっては，国内最大級の 750 トン

クレーンを使用し，橋桁を4つのブロックに分割し，

4 日間に分けて架設することとした． 

 
(2) 工程調整 
今回の架設工事で使用する 750 トンクレーンは全

国的に保有台数が少ないうえ，東京オリンピック関

連工事により需要が増大していたため，先行して半

年以上前から予約し，機材の確保に努めた．クレー

ン予約した時期から逆算し，橋桁を構築するための

架台の設置，橋桁部材の製作，搬入といった各工程

のスケジュールを決定し，架設準備を進めていった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-6 架設計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-7 今回使用したクレーンの写真 

(3) スムーズに作業を行うための工夫 
a) タイムスケジュールの作成 

限られた作業時間の中で確実に作業を終えるため，

バーチャートによる詳細なタイムスケジュールを作

成し，時間管理が的確に行えるよう努めた．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-8 タイムスケジュールのイメージ 

b) 作業班毎のタイムライン作成 
今回の架設では作業内容毎に班分けを行い，連絡

系統図を作成し，迅速な情報伝達体制の構築を図っ

た．また，班ごとの作業タイムラインをまとめた一

覧表を作成し，各工程において，互いにどのような

作業を行っているか把握できるよう工夫した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-9 タイムラインのイメージ 

c) リスクマネジメント表の作成 
現場において発生が想定される様々なリスク要因

を事前にリストアップし，対応策を検討することに

より，急なトラブルが発生した際にも慌てずに対応

出来るよう準備した． 

 また，事前に架設に係る一連の作業について通し

でリハーサルを行い，機材の動作を確認し，作業計

画に問題が無いか，確認を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-10 リスク管理表のイメージ 
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5. 架設当日の状況 
 

(1) 架設当日の進行管理 
架設当日は，限られた時間の中で作業の的確な進

行管理を行うため，作業手順毎に作業開始，終了時

刻を記録し，事前計画上の予定時刻と比較すること

で，作業の遅延状況が的確に把握出来るよう努めた． 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 
図-11 進行チェック表のイメージ 

 
(2) 当日の現場状況 
架設当日は昼間より気象及び鉄道運行に関する情

報収集を行ったが，令和元年 9 月 11 日に行われた，

第 1 径間 G2,G3 桁の架設の際，鉄道のトラブルによ

りダイヤの乱れが発生し，終電時刻が大幅に遅れる

というアクシデントが生じた． 

 
(3) アクシデントへの対応 
鉄道の遅延に伴い作業開始時刻が大幅に遅れ，作

業中止判断時刻寸前における作業開始となった． 

このようなリスクに備え，遅延した場合の作業時

間短縮方法を事前に検討しており，現場に支障のな

い範囲で複数の作業を同時並行で進め，桁の固定作

業を最小限にするなどの対策を講じ，作業時間の短

縮を図ったことにより，制限時間内に架設作業を完

了させることができた． 

 

6. まとめ 
 
鉄道上の架設作業の場合，作業可能時間が夜間の

１時間半程度と短く，鉄道遅延など鉄道特有のリス

ク要因が存在するため，様々なトラブルを想定した

対応策をあらかじめ検討しておくことが，作業を確

実に遂行するためのポイントであると考えられる． 

さらに，今回の作業においては，多数の作業員が

同時に作業を行っているが，各作業員が自分の持ち

場だけでなく，作業全体の流れについて十分に把握

しておくことにより，全作業員の意思統一が図られ

たと感じている． 

 今後も事業関係者が一体となって工事を推進し，

早期の事業完了を目指していきたい． 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図-12 架設状況写真① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-13 架設状況写真② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-14 架設後の状況写真 
 
 


